養殖業再建・改善計画書(別紙様式３)

（資材・機材の導入費支援申請用）
令和　年　月　日作成
※示している枠は必要に応じて広げる等して、漏れなく内容を記入してください。

	養殖経営体名
	（ふりがな）


	代表者名
	（ふりがな）


	所在地
	（ふりがな）
〒

	連絡先
	TEL:
E-mail：

	所属漁協・支所名
（所属している場合のみ）
	




（養殖経営体以外の者が代理し申請する場合は記入）

	代理申請者
	（ふりがな）


	代表者名
	（ふりがな）


	所在地
	（ふりがな）
〒

	連絡先
	TEL:
E-mail：

	養殖経営体との関係
	









１．あなたが行っていた令和８年熊本地震前の養殖経営についてお聞きします。項目ごとに記載してください。
	①震災前に行っていた養殖対象種（すべて）
例：サーモン養殖、ウナギ養殖



	②養殖生産の規模（種類毎に）
例：サーモン養殖　〇トン水槽〇台、ウナギ養殖　〇トン水槽〇台



	③年間生産量（種類毎に）
例：サーモン養殖　生食用〇トン、加熱用〇トン　（養殖期間〇か月）
ウナギ養殖　　〇トン　（養殖期間〇か月）




	④主な種苗調達元と量
　　例：サーモン養殖　〇円/キロの種苗を〇トン購入　　
例：ウナギ養殖　　〇円/キロの種苗を〇キロ購入　　


	⑤主な餌調達元と量
　　例：サーモン養殖　〇円/トンの餌を〇トン購入　　
　　例：ウナギ養殖　　〇円/トンの餌を〇トン購入　　


	⑥主な販売先と額
　　例：サーモン養殖　〇円/kgのセミドレスで〇トン販売
　　例：ウナギ養殖　　〇円/kgの活魚で〇トン販売

　

	⑦生産体制、経理体制
　　例：個人経営体：従事者　家族3名　経理担当者〇名、会社経営体：従事者　家族2名、
従業員3名、経理担当者〇名

	⑧生産品目の市場動向
例：販売価格が〇円/kg（〇年）から〇円/kg（〇年）に上昇しており、
今後も値上がりが期待できる。


	⑨中期的な経営計画
　　例：〇年後に、サーモン（ウナギ）を〇トン生産、フィーレ（活魚）の形で〇トン出荷し、
販売額〇円、経費〇円を目指す


	⑩販売力を高める取り組み
　　例：市場ニーズへの感度を高めるために、市場調査を１ヶ月に２回ほど行いニーズの変化を逃さないようにしている。


	⑪品質管理・生産管理の取り組み
　 　例：日々の給餌量、ワクチン投与、成長状況やへい死などを記録している。


	⑫ リスク管理・対策の取り組み
　　例：種苗を複数の業者から仕入れることや、生産物を複数の取引先に販売することで
リスク分散を行っている。


	⑬上記の現状を踏まえた現状の課題
　　例：経営計画に基づき、生産管理等の取り組みを行ってきたものの、熊本地震により、
酸素供給装置、ポンプと配管が破損し、養殖ができなくなったことから、防災の取り組みをが
必要である。




２―１．今回の震災を受けて、マーケットイン型養殖業（市場に評価される製品を生産する養殖業）への転換に加え、災害への強靭化を実現するために新たに必要な資材・機材名を養殖対象種毎に列記し、当該資材・機材をどのように使用する予定か（　　）で記載してください。（見積書等を別添として添付願います）
	例：酸素供給装置（飼育水への酸素供給に使用）、ポンプと配管（飼育水の循環に使用）、
非常用電源（停電時のエコシステム維持に使用）



[bookmark: _Hlk143613397]
２－２．上記の資材・機材を導入するや防災の取り組みを行うことで、震災前と比べて何がどのように変わりますか。具体的に記載をお願いします。
	酸素供給装置により飼育水に酸素を十分に供給し、ポンプと配管によって飼育水を
適切に循環させることで、市場に評価される高品質な養殖魚を生産するとともに、
へい死を抑制し、売り上げを確保する。
また非常用電源を導入することにより、停電時にも酸素供給装置やポンプを作動させ、
災害発生時においても、市場のニーズである安定供給に応える。





２－３．目標（KPI：Key Performance Indicator）を設定し、定量的に示してください。
（認定後に必要に応じて追加でKPIの設定を行い、報告をして頂く場合がございます）

	No.
	項目
	現状
	目標（KPI）

	
	例：生産量
	〇円
	〇円

	
	例：生産額
	〇円
	〇円

	
	例：経費
	〇円
	〇円


※枠は適宜追加してください













３．以下の３－１～３．４の事項にご了解をお願いいたします。（万が一ご了解をいただけない項目がある場合には申し訳ありませんが申請はご遠慮願います。）

３－１．導入した資材・機材は、適切に管理しながら使用していただくことになり、資材・機材の処分制限期間中の譲渡や販売には別途補助金の返還等の手続きが必要になりますがご了解はいただけますか。
	・はい　　　　　・いいえ



３－２．導入した資材・機材を他の人に貸与したり、使用させて使用料を徴収することは出来ませんが、ご了解はいただけますか。
	・はい　　　　　・いいえ



３－３．当該申請は養殖場を管轄する県を経由して申請していただくことになりますが、ご了解はいただけますか。
	・はい　　　　　・いいえ




３－４．当該資材・機材を導入し、養殖生産を開始し、生産物を売り払った最初の年には、売り払い後に実績報告書を提出いただくことになっていますが、ご了解はいただけますか。
	・はい　　　　　・いいえ




[bookmark: _Hlk128649895]４．導入する資材・機材及び当該事業以外で調達する資材・機材で養殖生産が可能となりますでしょうか。承認後に不足するものがあり、養殖生産が出来ない場合には、当該承認を取り消して新たに申請を頂くか、不足する機器等をご自身で購入、設置して頂くことになりますが、すべて揃うことを確認しましたか。
	・はい　　　　　・いいえ



（注1） 本様式に記入する以外に参考となる資料を添付していただくことは可能です。
（注2） 本様式によらず独自の書式で申請することは可能です。
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